
（別紙３）

～ 2026年1月30日

（対象者数） 19名　 （回答者数）
13名

～ 2026年1月　30日

（対象者数） 4名 （回答者数）
４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
現状を継続し、状況に応じて別途時間を作り、保護者のレス

パイトに繋げていく。

2 投稿頻度を増やしていく。

3
様々な研修等へ参加し、職員個々のスキルを磨き、より専門

性を持って保護者の方、お子様に接していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者会に対するニーズの掘り下げを行い、検討を加速す

る。

2

3

○事業所名 NPO法人　素敵な人生　デイサービス　ラ・ベルヴィ

○保護者評価実施期間
2026年1月13日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者の方と個別での関りはあるが、保護者会の開催など全

体での関わりが現在はない。

過去には保護者会の開催を具体的に検討していたが、コロナ

ウイルス等の感染症の流行もあり、開催しづらい状況だっ

た。

モニタリングや送迎を通じての保護者の方とのコミュニケー

ションが円滑に取れている事。

送迎を職員がローテーションで行い、幅広い意見や思いの汲

み取りができるよう工夫している。

ホームページの作成、インスタグラムの更新を適宜行い、デ

イでの過ごし方の様子を幅広く発信している。

保護者の方にお子様の掲載可否を確認し、掲載に偏りがない

よう複数名で確認しながら投稿をしている。

児童発達支援管理責任者だけでなく、個々の職員が担当を持

つことにより利用者に対してよりお子様に専門性を持って関

わることができている。

保護者の方の思いや意向を確認した後に職員間で共有し、幅

広い意見の下、支援計画を作成している。

事業所における自己評価総括表公表


